
互いSJ,言rSej の共鳴ラマシ敷き∪

積乗回且Jl掌 工多軸 /fc珂物 理

栗 田 温 ′ 岡田 修子,田甲 丘食

違碑金属 トLJカILコケ.ァィ ド いlX3)Lま鎖積並.u ''っ､一次元的 泉か 生の大きい胸管で

ある｡ このr<0)NbSe3号のす衆塵珍金属 LL)か レフでプイ ドて､.亀荷電象;,皮が洛 免;爪たがtL

i･̂束鋳造的′俊歎白腫 乾 の新宛が数 多 くrLされ て い る ｡ しか､し, これ らの御願 言動 え私 亡

4･え は b分子も35L).親鼻的L=頼教 である｡ ヱ打 て対 して定款 のそJlt1斉低姥 に 之 か 56)

比叡的碕卑 rJ趨盈吊 フ半草体である｡ それ孜 ､ 半座体的刺私法 が木 摺黄泉 ろC)で .布 乞

L'1二Jq与 で･言いS3′言いSe5の頭取スペ7ト/レがら

喧根 衛'?亀号放免も命utてきた｡

路子夜毎巨ついて(了解 しい動乱があL)､各痕

勧モードとラマン線の伺紅品行存われ ているニ)

暦 1ほ5-/4-5-A.のし一ゲ線 で庖匙 Lた場合 のラ

マンス1･クト′レである6 回でA,軍′C,Pで･液動

毛-ドて直g･JLT,." 同じ銘品構造′の乏応 ′言いSeL3

7･がフ同一孫動モード(刺 iば 8′こ-)[ておかか

のらす'スペ7トIL{了仝 (違 っていろ｡ I/453
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(てZrS3引吊 lrecI昏甲 よ L)わすO､̀二晩 工* /レ

ギー で.あるかくノ まV立 3

lEt･t了含呼 よ')o･7eV温

いLころもたたいてい

ちf)こdため 回 の よう

rJラマンスぺ7ト/レの

政務いけ散喜LJ(く蘭橡 し

てし､盲愛う底館拘 勾和

宮で速.,てし･ろため と

讐わJ/tろQしたが7て

同 一 夜勤毛 一ドLてつい

て美 抱ラマ-/儲jLj首鼠

刺 すろこいてよって､

ラレ巧 と言,Sle3 0)城東端

o)亀3永魔王飼べちニ
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g]2 2_k:でわ反射 久ヘクト/LL &]ち 2_kでの反射久ペ グL/レ と

ラマ ンの励 起 スペ ク ト/レ ラマ-/のG5彪 スペ7ト/レ

ー 4 4 -



とcJ虫栗ふう.

図 2,3'招 ,ら′鋸 と5√･捌 文論 7･･の ∈L//EF/Y♭(t7〝頚髄)

07ラマ>発度(疲虹希の謝 iE_.了 してい riい ) と反射 スペ 7

卜′Lで3)ち . 二のLg p､らわがちょうに ′刺 叉劫 7･(甘飼物常

緑 度日 と象77婦乞蔽軌 -=も含めて金 く)qLt.ラて-/スぺ

7トルt京 していろ.Iの こと ク､ら吸収轟 Lて釦7る痩封大

鰭 (て 7rSヲ′?vSTe5kもLiとんど同じ′蛙繁C)ものと盲えよう｡

言卜S,′言,Se, の 亀摘 ,短 に..MX30ヾ M+4x ~2(xヱ)-2とみ

rM ろ 二と′At;XアSの 鹿泉の解雇'C､ら鳩亀子帝 EIX-I,
(Y之)-2の7'慶喜,絃綱 L7(:(之)-コのP慶子のAnTtbondL･h争
動乱ていあ うL秀えら机ている一 LD､LLqlaがZ′3の結

果L了吸収腐 よJ)1e,V'古入る と亀子東館 Qヾ かけ E)変 化 してい

ちニヒて京 していろ｡ こ07IとてさらL二度 か5月 ため [こ ,

zrlTLLく/0･/o彦通えr<芝島 モ7くった.T･L,

のd叡且fT言Yに比べてほ ろrに′卜さい二 と い

ら,ZykT亡で(‡7'バンドへの毘?t･I) (古し あ

J,= ltt)が盈′つてくる131･{･･よる.図4-ET,々 4)

UPSd凍 果てL･為る.LBク＼Lll絶 子孝07ToPE言

あう')3.I;/響1象 17か ､が 4乞7 1tJ下 Q)バ ンド て̀

(丁度矛金魚 の よ (I)如且PでC･rj:I)免ゴ､っている

=と がわo＼る. ラマン散iLlL空目)の複姦 rJ政

孝 いLJ劇 又端 ヒ斉 ､･準liLで直射丈嬉かこ畳7て
いろためで′ 壕の盈 し･【1鼻緒･摘 の〆(?)転身

のi&5uL) iくよるもので･勿日 すえJ7.
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回 4･ YY･E3急がITcaJ官ro.?S3の

鼠色号甘えスペ7ト/レ
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盲余す.JJ.ク仰eVの7才 /ン ′てつい て 薗 r pavl文スペ7ト′レヒラマー/あ率

(E竹一触 十 ･LV )(E刊十随 一LwL伐tr)
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でE≠ =2.5･7eLV′九｢35･.3 qleV 7t･実像 にか V7亡r=のが更級で･考を｡ 2..5占eVL=あろ吸

収C)半値や〆たきいこと′ 2.7eV-Lてあろバ ンドの吸収兼良が･′トでい ごLが:(/)式のよう

(よ単一孝ほて･東験データ があらわ さJV C頻 喝であ ろう.
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